
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 ７ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 浦 和 高 等 学 校 ） 
 

目指す学校像 尚文昌武の理念のもと、時代の求めるリーダーの育成を目指す。       ※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        
達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重点目標 

１ 互いの信頼関係のもと、自走する生徒集団づくりをとおして、目指す学校像の実現に取り組む。 

２ 生徒に、第一志望はゆずらない、との堅い信念を持たせ、全ての職員が授業改善と生徒一人一人の進路実現に取り組む。 

３ 保護者・県民に対する情報提供をとおして、開かれた学校づくりを推進するとともに、浦和高校の良さを積極的に発信する。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   出席者  学校関係者   ５名 

     生徒      ２名 

     事務局(教職員) ５名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学校自己評価  学校関係者評価 

年度目標 年度評価（３月６日現在）  実施日 令和 ８年 ３月 ７日 

番

号 
現状と課題 

評価 

項目 
具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 

達

成

度 

次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

各年次において｢守・破・
離｣の理念を意識した指導が
行われている。 
生徒が自分自身の管理（マ

ネジメント）を行い、集団で
協力・協働することにより、
主体性が最大限伸びるような
指導を行う必要がある。 

主体性を
もって自走
する生徒集
団づくりを
とおしたリ
ーダー育成
の推進 

ア １年次 学習活動・部活動・行事への参加
をとおして、浦高生としての主体的に取り組
む姿勢を身に付ける。 

イ ２年次 浦高生として、より一層主体的に
取り組む姿勢を身につけ、ＨＲ会長を中心に
支え合い学び合う集団の形成を促す。 

ウ ３年次 支え合い学び合う生徒集団を主体
的に行動する生徒集団へと進化させ、個々の
人間的成長を促す。 

エ 生徒の自主性を育みながら、目標に向かっ
て仲間と共に全力で取り組むことで、達成感
や心身の健康を育む。 

ア 学習活動・部活動・行事への参
加等に主体的に取り組んだという
回答が 75％を超える。 

イ 浦高生として学校生活に主体的
に取り組んだという回答が 75％を
超える。 

 
ウ 卒業生アンケートで、浦高生活
を通して人間的成長を感じたとい
う回答が 75％を超える。 

エ 部活動アンケートで活動に満足
と感じた生徒が 80％を超える。 

ア １年次 学習活動については 85.6％、部活動については

93.9％、行事については 96.7％の生徒が主体的に取り組ん

だと回答した。 

イ ２年次 アンケートの結果、浦高生活を通して主体的に

取り組み成長を感じたと回答した生徒が 90％以上となっ

た。 

ウ ３年次 卒業生アンケートの結果、浦高生活を通して人

間的成長を感じたと回答した生徒が 98％となった。 

エ 部活動アンケートでの、満足と感じた生徒の結果は、

81％で目標を達成できた。 

Ａ 

多くの生徒が主体的かつ積極的に学校生活に

取り組んでいる。次年度はそれぞれより高いレ

ベルの主体性を持って取り組む集団へと成長さ

せたい。一方で、悩みや不安を抱えている生徒

もおり、そのような生徒を今後も継続して組織

的に支援する必要がある。さらに、年次全体で

全生徒の人間的成長を促していきたい。部活動

に関するアンケートでは、活動に満足と答えた

生徒は 81％(昨年 85％)と微減した。活動時間が

長いと答えた生徒は 37％(昨年 31％)で微増であ

った。引き続き活動時間のバランスを考えつつ

達成感のある部活動を目指し学校全体で取り組

んでいきたい。 

 

今年度も学習活動、部活動、行事のすべてに

おいて生徒が主体的に取り組んでいる様子がう

かがえる。勉強で得た知識や問題解決能力だけ

ではなく、普段の学校生活や行事、部活動等、

人と接する中で身についた力を発揮している。 

部活動の満足度は８０％を超えているが、活

動時間が長いと感じているようである。その要

因を検証して今後に活かしてほしい。 

２ 

以下の観点による授業改革
及び教員の経験の蓄積・共有
を更に推進する必要がある。 
 

1 生徒が主体的で深く学べる
学習機会の提供 

2 基礎基本の早期定着と、書
く力・考える力・伝える力
の育成 

3 生徒が主体となった行事運
営と行事の精選 

4 大学入学後までも見据えた
授業内容の高度化 

⑤グローバル化社会を視野に
入れた志の育成 

 
併せて、多くの生徒が目指

す国公立大学進学を現役で実
現させるための学習指導・進
路指導が必要である。 
 
 
 
 

(1) 主体的
な学習を促
す授業改善
と行事の弾
力的運用の
推進 

ア 情報活用能力育成や主体的・対話的で深い
学びを意識した授業改善の取り組みを実施
し、教員一人一人の授業に反映させる。 

イ 生徒の主体的な学習を促すための、生徒に
よる授業評価アンケートを実施し、各教科
(科目)による検討会を行い授業改善に生か
す。 

ウ 生徒が主体的に行事を運営し、達成感を味
わえるようにする。安全に留意して行事の精
選や環境整備を促す。 

ア 普段から授業を互見し研究する
体制を整え、自身の授業で実践を
行う。 

 
イ 授業公開及び授業評価アンケート
の結果をもとに各教科で授業検討
会を年２回以上実施する。 

 
ウ 卒業生アンケートの「行事の満
足度」で満足と答えた生徒が 85％
を超える。 

ア 年間を通じて互いの授業を見学し、全校的な授業改善を

推進した。また年間 19回の土曜公開、11回の他校視察でも

授業実践を公開し、新学習指導要領に基づく質の高い授業

作りを行った。 

イ 多くの教科で授業アンケートを実施し、その結果を踏ま

えたうえで授業検討会を年２回以上、半分以上の教科で実

施した。 

ウ 行事の実施、運営について生徒が主体的に関与できた。

「行事の満足度」で満足と答えた生徒が 99％となった。 

Ａ 

 授業見学は授業者・見学者双方にとって自ら

の授業を見直す良い契機となっている。今年度

の卒業生アンケートでは授業の満足度は 96％で

あった。新学習指導要領に基づく質の高い授業

作りを維持・発展することを目指し、研究授業

等を用いた授業検討会については多くの教科で

達成できた。行事の実施、運営については、生

徒の安全を最優先し、精選しながら、達成感の

高い充実した内容としていきたい。 

 

これからは、自分で問いや課題を立てられる

力が必要である。その力は、自分で目的を持ち

課題を設定して、自身がそれを成す主体性であ

る。浦高の教育はこの主体性をいかに伸ばすか

というところにある。 

先生方には、色々なレベルの生徒に対しての

学習方法やスキルの向上などについて、指導法

や授業の進め方を研究して、浦高の教育をさら

に高めてほしい。 
(2) 高い志
を育成し、
進路実現を
支援する取
組の推進 

ア 講演会及び高大連携事業等の充実 
イ 生徒の高い志を支援し、進路実現に向けた
積極的な行動や挑戦する姿勢を促すための通
信を発行および企画の実施 

ウ 日々の授業で培った基礎を確認し、考える
力を伸ばす企画の実施、学び合い互いに高め
合う集団の形成を促す行事の実施 

エ 自己を見つめ将来を考えるプログラムの実
施 

オ 国際交流事業として行うプログラムの内容
の充実と成果普及を図る。 

ア 第一線で活躍されている講師を
招いての講演会、大学との連携プ
ログラム及び医師体験の実施 

イ 各年次で年 12号以上の進路だよ
りの発行、ＯＢ受験体験講話、大
学見学会の実施 

ウ 共通テストトライアル、入試問
題研究会の実施 

エ 学部・学科研修会の早期実施、キ
ャリア教育の実施 

オ 姉妹校ウィットギフト校秋季受
入、長期派遣の実施。各種プログ
ラムの生徒への周知と募集を実施
する。 

ア 進路講演会では、東京大学大学院総合文化研究科教授の
國分功一郎氏に「手段からの解放」という演題でお話を頂
いた。埼玉市民医療センターの協力のもと医師体験を実施
し、2 年次生 13 名が参加した。 

イ 3 年次 20 号、2 年次 14 号、1 年次 17 号の「進路だよ
り」を発行。情報共有と進路意識の高揚を図った。3 年次
OB 受験体験講話を 7 月に実施した。東大見学会を実施し、
9月は 2年次生 75名、11月は１年次生101名が参加した。 

ウ 1,2 年次で共通テストトライアルを実施。学力の到達度を
確認した。2年次で受験準備講座・入試問題研究会を実施。
入試に向けての意識を高めさせ、本格的な受験勉強開始の
きっかけを与えた。 

エ 1 年次では学部・学科研修会を実施。ＯＢ講話を 1、2 年

次で実施し、先輩の話を聞いて、受験や自分の将来を考え

る機会を持たせた。 

オ 夏季プログラムとして WG校 6名 SFU5名春季 SNU26名派遣

した。秋季 WG校 21名と教員 3名を受け入れた。 

Ａ 

 進路行事の実施や進路だよりの適時・適切な
発信を通して、生徒に高い進路意識を継続的に
持たせることができた。特に東大見学会では多
くの生徒が参加し、高い志を持つ良い契機とな
った。コロナ禍以降、学習時間の確保が進み進
学実績の向上につながってきたが、年次によっ
てはコロナ禍以前の水準に戻るケースも見られ
た。こうした状況に加え、現役志向の高まりも
踏まえ、指導の意義や目的を再確認しつつ、指
導の継続・発展を図りたい。さらに、DX 化の進
展により進路業務が肥大化しており、進路に関
する情報管理体制の見直しと整理が課題であ
る。また、国際交流事業の周知を全体に行い、
さらに国際交流への生徒間の理解を進めたい。 

 

丁寧な進路指導を行っている。 

大学見学会は１つだけでなく、他にもいくつ

かの大学の見学会を実施してみてはいかがか。 

生徒は大学で何をやっているのか実質的には

わからないため、どのようになっているのかと

いうことだけでもやってみるとよいのではない

か。筋道だけつければ、その後は生徒自身で進

めていけると思う。 

３ 

ＨＰや教育活動説明会、土
曜公開授業などを通じて情報
発信を行ってきた。本校の
様々な取組や成果について、
より積極的かつ組織的に情報
を発信することにより、小・
中学校の生徒・保護者をはじ
めとする県民のニーズに応え
る必要がある。 

積極的な情
報提供によ
る開かれた
学校づくり
の推進 

ア 全職員による組織的・計画的な広報活動
の展開 

イ 教育活動説明会、土曜公開授業等の広報
活動の実施 

ウ ＨＰを中心とした学校情報提供の機会の
積極的な活用 

ア 本校の魅力を効果的に発信できる
ように企画立案し、運営する。小
学生対象体験教室・中学生対象部
活動体験の説明会を同日に実施す
る。 

イ 本校主催の広報行事(教育活動説
明会等)にのべ 2000 人以上の参加
を目指す。 

ウ ＨＰのアクセス年間 450万件以
上、本校以外が主催する説明会
への積極的な参加。ＨＰ更新頻
度を上げ、本校の情報を積極的
に発信する。 

ア 生徒募集を意識して、予定された広報企画を全て実施す

るとともに、ＨＰ上にてそれらの情報を積極的に発信する

ことができた。小学生・中学生に向けた事業を円滑に実施

することができた。また、教育関係者に向けても魅力を発

信することができた。 

イ 年２回の教育活動説明会(約 1,200名参加)、小学生特別講

座は(約 200名参加)、年８回の土曜公開授業(約 850組)、中

学生部活体験(約 90名)が参加した。のべ 2576名と多くの小

中学生及び保護者に浦高の魅力を発信できた。 

ウ ＨＰは毎日更新し、アクセスは約 590 万件(2/1 時点)に到

った。部活動の活動方向だけでなく、説明会など行事の告

知や、生徒の日常が分かる発信も積極的に行った。 

Ａ 

今年度もＨＰ上では部活動を中心に様々な教

員の協力により、積極的な情報発信ができ、ア

クセス数を大幅に伸ばすことができた。第２回

教育活動説明会の参加者数は３年連続で減少傾

向にある。令和９年度入試を見据え、適切な時

期での実施を検討したい。また各企画が誰に向

けてどのような情報を発信するべきかをあらた

めて精査する必要がある。次年度以降も、本校

の広報活動は企画は広報委員、広報活動は全員

でという認識をあらためて確認し、教職員全員

で活動を行っていきたい。 

 

学校説明会において、社会と学校教育との結

びつきについて説明する必要があるのではない

か。学習面だけでなく、行事をはじめとする教

育活動が何に役に立つのか等について説明しな

いと、入学したい中学生が目標にしにくいし保

護者にも響かないと思う。学校としての考え方

や説明の仕方を整理しておかなければならない

時期であると考えている。 

年々志望校を考え始める時期が早くなってい

ることから、対象者や広報の時期などを工夫

し、さらに充実させてほしい。 

 


